
1３ 質問紙調査   ＊数値は「当てはまる・どちらかと言えば当てはまる」を合わせた割合（％） 

１望ましい生活習慣に関する内容について 

【令和７年度結果】 

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

朝食を毎日食べている 91.8 93.7 93.7 90.1 91.8 91.2 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている 80.3 83.0 81.9 81.3 81.2 81.0 

毎日、同じくらいの時刻に起きている 90.8 91.9 91.0 94.0 92.8 92.6 

【経年データの比較】（令和４年度～令和７年度の比較） 

 

          小学校                    中学校  



 

２自尊感情に関する内容について 

   【令和７年度結果】   

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

自分には、よいところがある 84.5 86.5 86.9 83.3 85.8 86.2 

将来の夢や目標を持っている 84.0 85.2 83.1 65.1 69.3 67.5 

人の役に立つ人間になりたい 96.9 96.0 96.4 95.8 97.0 96.6 

 

【経年データの比較】（令和４年度～令和７年度の比較） 

               小学校                    中学校  

 

 



３規範意識に関する内容について 

   【令和７年度結果】   

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

いじめは、どんな理由であれいけない 97.7 97.4 97.2 93.9 96.3 95.9 

地域や社会をよくするために何かをしてみ

たいと思う    
81.5 82.0 81.3 71.8 75.7 75.3 

 

 【経年データの比較】（令和４年度～令和７年度の比較） 

               小学校                      中学校  

※地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある（R４年度） 



４学習活動に関する内容について 

  【令和７年度結果】   

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいる   【意欲】 
80.3 81.1 80.3 77.3 79.3 77.7 

話し合う活動を通して、考えを深めたり、新た

な考え方に気付いたりしている   【思考】 
81.9 85.0 84.9 79.4 84.8 84.7 

自分の考えがうまく伝わるよう、話の組み

立てなどを工夫して発表している 【表現】 
69.2 68.6 68.6 63.9 62.5 63.0 

    

                小学校                     中学校  

 

 

 

５ICT を活用した学習活動に関する内容について 

  【令和７年度結果】   

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

学校では、コンピュータなどの ICT 機器を

週１回以上使用している 
91.5 90.9 89.7 97.3 96.0 92.2 

自分の意見や考えを分かりやすく伝えるこ

とができる 
76.6 77.8 77.6 89.7 88.9 88.5 

              

  小学校                    中学校  

 



６家庭学習に関する内容について 

【令和７年度結果】   

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

分からないことや詳しく知りたいことがあった

時に、自分で考え、工夫することができている 
81.4 82.7 81.7 78.8 78.7 77.5 

学校以外で平日１時間以上勉強している 45.3 55.3 54.0 57.0 63.6 61.6 

学校以外で休日１時間以上勉強している 49.8 55.2 47.1 57.4 65.0 57.9 

 

  【経年データの比較】（令和４年度～令和７年度の比較） 

                小学校                      中学校   

 

↑R４～R５年度「家で自ら計画を立てて勉強している↑ 

 



７龍の子人づくり学習に関わる内容について 

【令和７年度結果】 

質 問 項 目
 小学校 中学校 

龍ケ崎市 茨城県 全 国 龍ケ崎市 茨城県 全 国 

※将来の夢や目標を持っている 84.0 85.2 83.1 65.1 69.3 67.5 

※人の役に立つ人間になりたいと思う 96.9 96.0 96.4 95.8 97.0 96.6 

※地域や社会をよくするために何かをして

みたいと思う    
81.5 82.0 81.3 71.8 75.7 75.3 

あなたの学級では、学級生活をよりよくす

るために学級会で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めている 

88.4 84.2 83.3 83.7 86.9 84.3 

※は、１と同じ質問項目のため、データの比較表示を割愛 

【経年データの比較】（令和４年度～令和７年度の比較） 

 

               小学校                     中学校   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査結果と今後の取組について  ～学校・家庭・地域の力を合わせて～ 

１望ましい生活習慣に関する内容について                   

小中学生の朝食摂取率は 90％を超えており、毎朝ほぼ同じ時間に起きている児童生徒の割合と

ほぼ同等の高さを示しています。一方で、毎晩決まった時間に就寝していると答えた児童生徒の割

合は、やや低い傾向が見られました。今後は、学校の学級活動などの時間を活用し、栄養教諭など

の専門家を招いた授業を実施し、睡眠や食事の大切さについて理解を深めていきます。また、「早

寝早起き朝ごはん」の習慣を広げていくことで、健康的な生活リズムの定着を目指してまいります。 

２自尊感情に関する内容について 

  「自分には良いところがある」と感じる児童生徒の割合は全国よりやや低いものの、小中学校と

も年々増加し、令和７年度は過去４年間で最も高い数値となりました。「将来の夢や目標を持って

いる」児童生徒は令和４年度から増加傾向にありましたが、令和 7年度は令和６年度とほぼ同じ水

準でした。中学生は小学生より大きく減少する傾向が全国的にも見られます。一方、「人の役に立

ちたい」と答えた児童生徒は過去４年間で最も高い 95％超でした。学校では「龍の子人づくり学

習」を通じ、体験活動を活用して豊かな心やキャリア教育の充実に努めています。 

３規範意識に関する内容について 

  「いじめはどんな理由があってもいけない」と考える児童生徒の割合は、令和４年度以降も 90

％を超える高い水準を維持しています。学校では、道徳の授業を活用していじめに関する指導を計

画的に行い、教育活動全体を通して児童生徒がお互いを尊重し合う集団づくりを推進しています。

また、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」と肯定的に答えた児童生徒の割合は、

令和６年度とほぼ同じ水準となっています。今後も学校は、地域の課題に目を向け、自ら考え解決

に取り組む探究的な学習をさらに充実させていきます。 

４学習活動に関する内容について 

  小中学生ともに、課題の解決に向けて、自分で考え取り組んでいることが全国平均と同程度の数

値となっています。しかしながら、話し合う活動を通して、考えを深めたり、新たな考えに気付い

たりしていると答えた児童は、全国平均及び県平均よりも低く課題が見られます。一方、自分の考

えがうまく伝わるよう工夫して発表している児童生徒は全国平均を上回っています。現在学校で

は、学習課題を工夫したりペアやグループの少人数での話合い活動を取り入れたりして、思考を深

められるような授業を展開しております。今後は、思考を深めた後、さらに自分の考えを相手に分

かりやすく伝えることのできる表現力の育成に努めてまいります。 

５ICT を活用した学習に関する内容について  

ICT を週１回以上使用していることについて、小中学校共に全国平均を上回っています。今後、

各教科や総合的な学習の時間にも ICT を効果的に利用することで、表現力の育成や情報活用能力

を高めていきます。 

６家庭学習に関する内容について 

小中学校ともに、自分で考え工夫して学習に取り組んでいると答えた児童生徒は全国平均と同等

になっております。学校以外での学習時間が 1 時間以上であると答えた児童生徒が平日において、

全国・県平均と比べて低いことが分かります。現在学校では、基礎基本の定着を図るための教材の

配付や、自分が興味をもったことについて調べる自主学習の紹介等を行っております。今後も学校

と家庭が連携し、家庭学習の定着が図られるよう努めてまいります。 

７龍の子人づくり学習に関わる内容について 

  「学級生活をよくするために話し合い互いの意見のよさを生かしていくことができる」の調査で

は、小中学校共に 80％以上を継続しております。特に小学校は 88.4％と高数値であり、話合い活

動が充実していることが分かります。今後も、地域社会との連携を図りながら、中学校区で龍の子

人づくり学習に取り組み、「『夢』をもち『生きる力』を自ら育む龍の子」の育成に努めます。 


